
伝　通　院（無量山 伝通院 寿経寺）
東京都文京区小石川 3丁目14-6

　伝通院は、文京区小石川にある浄土宗の寺。1415 年に開基された徳川将軍家の菩提寺。墓地北側の一画には徳川家の広大な墓
域があり、徳川家康の生母である於大の方をはじめ、千姫、第三代将軍家光の正室・孝子の墓地もある。
　永井荷風の随筆『伝通院』の舞台としても知られています。また小説家の佐藤春夫や柴田連三郎など多くの文化人のお墓もあ
ります。
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新年のご挨拶

小石川間税会

会 長　堀 野  博 之

令和６年新年のご挨拶

令和６年の年頭にあたり謹んで新年のご挨拶を申
し上げます。

旧年中は当間税会に対しまして深いご理解と多大
なるご協力をいただき厚く御礼申し上げます。

さて新年が明けてみますといきなり元日に能登半
島地震、２日には日航機と海保機との衝突と大きな災
害に立て続けに見舞われました。改めましてこの災
害で亡くなられた方々に慎んで哀悼の意を表します。
また被災されたすべての方々にお見舞いを申し上げ
ますとともに一刻も早い復興を願っております。

一方海外に目を向けてみますと依然としてロシア
対ウクライナ、イスラエル対ハマスの戦闘は続いて
おり、私としてもこの１年に不安を感じざるを得な
い令和６年の幕開けでした。

そんな状況ではありますが、昨年を振り返ってみ
ますと、５月にコロナが５類へと移行されたのと同
時に総会そして熱海への管外研修旅行を行いました。
７月には新しい署の幹部の方々との情報交換会、10
月には「税を考える週間」の一環として丸山署長に「税
務行政のトピックス 2023」という題でとても興味深
い講演をして頂きました。

11 月には赤池委員長と委員の方々のご尽力で税の
標語の選定が行われました。今年度は 4857 点の応募
を頂きました。昨年度と比べますと数は少し減りまし
たが、年々内容の濃い作品が増えていると感じます。
また令和５年度の納税表彰式が行われ、間税会から

は野村誠司様に署長表彰、井上祐司様に署長感謝状、
赤池左千代様、片桐広景様に間税会長感謝状が贈ら
れました。

12 月に入りますと恒例となりました本郷税務署と
の合同研修会、25 日には署におきまして標語、絵葉書、
作文で署長賞を受賞されました生徒さんを招いて「1
日税務署長」が行われました。受賞された生徒さん
とご列席いただいた父兄の方々の笑顔がとても印象
的でした。このように皆さまのご協力もあり間税会
も漸く従来の活動が出来るようになりました。これ
もひとえに皆様のおかげと感謝しております。

さて昨年 10 月にインボイス制度が無事にスタート
し、今年の 1 月 1 日には電子帳簿等保存法もスター
トしました。次々と新しい税法が導入され会員の方々
の中にもなかなかご理解、実践されるのが難しく戸
惑ってる方もいらっしゃると思いますが、日本の再生

（日本の 2023 年の GDP はドイツに抜かれ４位に、ま
たカリフォルニア州にも抜かれたそうです）ために
は税務行政等の DX 化は避けられないのも事実です。
間税会としましても今年も積極的に署と協力、連携
して会員の皆さまの新しい税法の周知にお役に立て
ればと思っております。皆さまのご理解とご協力を
お願いいたします。

最後になりましたが署の方々と会員の皆さまのこ
の１年のご健勝とご多幸を祈念いたしまして新年の
ご挨拶とさせていただきます。
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小石川税務署

署 長　丸 山  　 宏

新年のご挨拶
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～
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一
日
税
務
署
長
体
験

新年、あけましておめでとうございます。

令和６年能登半島地震により、被災された皆様に

は、謹んでお見舞い申し上げますとともに、一日も

早い復興を心よりお祈り申し上げます。

堀野会長をはじめ小石川間税会の会員の皆様には、

平素から税務行政に対しまして深いご理解と多大な

ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年は新型コロナウイルスが５類感染症移行とな

り、各種行事が通常どおり開催され我々一同も胸を

なでおろしています。

貴会におかれましては、コロナ禍同様感染拡大防

止策を講じながら、各種研修会や広報活動等を積極

的に行っていただきました。同様に昨年 10 月１日よ

り開始した消費税のインボイス制度について多大な

協力を賜りまして誠にありがとうございました。

また、「税の標語」の募集事業につきましては、管

内 22 の小・中学校から 4,857 編の応募に結び付ける

ことができ、優秀作品に対する表彰状の贈呈も行う

ことができました。

この活動は、租税教育の推進に大きく貢献するも

のであり、その重要性を熱心に各学校の先生方に働

きかけていただいた結果と、改めて敬意を表する次

第です。

さて、間もなく所得税等の確定申告の時期を迎え

ます。申告には国税庁ホームページ「確定申告書作

成コーナー」からのマイナンバーを利用したパソコ

ンやスマートフォンによる e-Tax を、納税には振替

納税をはじめとするキャッシュレス納付をご活用い

ただけますようお願い申し上げます。　　　

また、国税庁では、「あらゆる税務手続が税務署に

行かずにできる社会」という将来像に向けて、税務

行政のデジタル化に取り組んでおります。会員の皆

様におかれましても、是非、生産性の向上を図るため、

日常業務のデジタル化に取り組んでいただきたいと

思います。

結びに、貴会の益々のご発展と、新しい年が皆様に

とって素晴しい年でありますよう祈念いたしまして、

新年のご挨拶とさせていただきます。
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税を考える週間

令和 5 年 10 月 24 日（火）16 時よりホテル椿山荘
東京「あおば」に於きまして、小石川税務署丸山署長
の講演会が開催されました。
出席者は会員 26 名で、堀野会長の挨拶の後、配布
された資料に基づき、前任地である徳島鳴門税務署
時代のお話から始まり、税務行政のトピックス項目
（税務署あれこれ・国のお財布事情・公正な税務行政

の推進・税のデジタル化）に
付いて、詳細な講話をいた
だきました。
講演会が終了し場所を「は
るひ」に移し、懇親会を行い
ました。松井副会長の司会
による進行で指名された方々
のご挨拶、お話、マジック等々を行い、和気あいあ
いの楽しい懇親会となりました。� （野村）

署長講演会を開催

納税表彰式

■日時　令和５年 10 月 24 日（火）　　■場所　ホテル椿山荘東京「あおば」
■講師　丸山小石川税務署長

■日時　令和５年 11 月 21 日（水）　　■場所　東京ドームホテル「シンシア」

新型コロナウイルス感染症の扱いが、感染症法上
の 2類相当から 5類感染症（季節性インフルエンザと
同等）に移行されたことにより中止されていた納税表
彰式が関係者の努力により開催されました。
表彰状贈呈式では、各受彰者からは表彰状・感謝

状受彰時の緊張感がひしひしと感じられました。
最後に、東京国税局長表彰受彰者披露として、間
税会堀野博之会長のご紹介がありました。なお、表
彰式は 1 月 22 日（月）東京プリンスホテルで全国間
税会連合会合同会議にて表彰が行われまたした。

　・（納税功労表彰）国税局長表彰
　　　堀野　博之　株式会社堀野商店
　・税務署長表彰	
　　　野村　誠司　株式会社野村石材工業店
　・税務署長感謝状	
　　　井上　祐司　株式会社アルトベンリ
　・間税会会長感謝状	
　　　赤池左知代　東都無線株式会社
　　　片桐　広景　キリー＆アソシエイツ株式会社

（池田）

講師　丸山署長

講演の様子

表彰を受賞された方々

講演会会場
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本年度の本郷・小石川間税会
合同研修会は、小石川税務署か
らは、樋口法人第一統括官と酒
井上席調査官、また本郷税務署
からは波木井副署長と小柳統括
官、大髙連絡調整官（講師）にご
出席いただきました。
会場には本郷・小石川両間税

会で合わせて 30 名を超える出席者がありました。
まず、堀野会長の挨拶があり、続いて本郷税務署、
波木井副署長からの挨拶で、年末の繁忙の中、本郷・
小石川間税会の合同研修会を開催することの意義や、
インボイス・電帳法・確定申告・e-Tax・スマートフォ
ン利用等について豊富な内容のお話がありました。
本日の講師小石川税務署の酒井上席調査官
から「インボイス」について「適格請求書等保
存方式の概要」と題した資料を使って講義を
行っていただきました。
マイク設備のない会議室でしたが、聞きや
すい講演でした。特に、「インボイス」という
難解な内容を、限られた時間でわかりやすく
講義していただきました。
次に「電子帳簿保存法研修」として本郷税務
署の大髙連絡調整官による「電子帳簿保存法の
ポイント」と題した資料により講義を行っていただき

ました。
「インボイス」の講義直後での電帳法講義は関係性
が明確であり、電子帳簿にポイントを絞った内容を、
これから進めていかなければならない実践的な講義
内容で意義あるものでした。特に講義を受けて目か
らうろこが落ちたと実感しました。
最後に小石川税務署の樋口統括官からリーフレッ
ト上のQRコードのご説明があり、スマホでの簡単便
利なダイレクト納付についてのご紹介がありました。
研修会終了後、恒例の忘年会を「金門飯店」にて開
催し、今年の活動内容についての意見交換などをし
て、来年へ向けての結束を確認いたしました。
� （池田）

本郷・小石川間税会合同研修会

「税の標語」選考会

■日時　12 月８日（金）　14 時 30 分～ 16 時 30 分　　　
■場所　文京区民センター３階会議室
■講師　小石川税務署　樋口法人統括官・酒井上席調査官
　　　　本郷税務署　　波木井副署長・小柳法人統括官・大髙連絡調整官

■日時　令和５年 9 月 12 日（火）　15 時 00 分～　　　■場所　アトラスタワー茗荷谷３F 集会室

今年も応募総数 4857 編の標語が集まり、９月 12 日
に入選候補作の厳正な選考が行われました。税務署
からは樋口法人統括官にもご出席いただき、標語委
員と一緒に選考して頂きました。
皆真剣に一つひとつ読みながら付箋を付けていま
したが、子ども達の目線・感覚で書かれた標語はユー

モラスな作品もあり、つい笑い声が出てしまう場面
もありました。
心豊かな子ども達の作品を読んでいたら、なんだ
か日本の未来は明るくなりそうだ、と感じました。
微力ながら新年度も標語委員会に参加致します。
� （井倉）

講師の方々
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黒
米 

雛
絆

税
金
で

　
社
会
も
心
も

　
満
た
さ
れ
る

文
京
区
立
第
十
中
学
校

鈴
木 

向
日
葵

税
金
で

　
守
ろ
う
幸
せ

　
作
ろ
う
未
来

文
京
区
立
音
羽
中
学
校

久
保
田 

淳
仁

子
供
で
も
　
社
会
に
貢
献
　
消
費
税

跡
見
学
園
中
学
校

松
尾 

桃
花

納
税
で
　
持
ち
つ
持
た
れ
つ
　
社
会
の
輪

跡
見
学
園
中
学
校

奥
山 

美
波

消
費
税
　
社
会
と
自
分
　
繋
ぐ
糸

東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
中
学
校

福
島 

楓
月

令和５年度　税 　 の標語優秀作品

令 和 ５ 年 度　　入 選 作 品　
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一
億
が 

等
し
く
納
め
る
消
費
税

等
し
く
負
お
う 

未
来
へ
の
責

筑
波
大
学
附
属
中
学
校

古
川 

嗣
恩

消
費
税 

未
来
が
見
え
る 

望
遠
鏡

文
京
区
立
茗
台
中
学
校

青
木  

　
尊 

消
費
税 

小
さ
な
負
担
に
な
ろ
う
と
も

つ
な
が
る
も
の
は
大
き
な
幸
せ

文
京
区
立
音
羽
中
学
校

土
屋
　
璃
奈

次
世
代
へ 
私
が
繋
ぐ 

消
費
税

筑
波
大
学
附
属
中
学
校

荒
木
　
結
衣

お
ま
ま
ご
と 

し
っ
か
り
税
も 

取
る
子
供

淑
徳
Ｓ
Ｃ
中
等
部

戸
田
ひ
ば
り

■ 

優
秀
賞

消
費
税 

誰
で
も
で
き
る 

未
来
貯
金

文
京
区
立
茗
台
中
学
校

和
田  

優
凛

消
費
税 

私
も
立
派
な 

納
税
者

文
京
区
立
窪
町
小
学
校

福
田 

里
奈

■ 

全
間
連
入
選

■ 

局
間
連
入
選

■ 

局
間
連
入
選

■ 
全
間
連
入
選

納
税
は 

一
人
一
人
の 
責
任
感

文
京
区
立
第
一
中
学
校

内
村 
く
る
み

雨
水
め
い
や

子
ど
も
で
も 

社
会
に
貢
献 

消
費
税

文
京
区
立
大
塚
小
学
校

■ 

優
秀
賞

■ 

優
秀
賞

■ 

優
秀
賞

■ 

優
秀
賞

税
の
標
語

　入
選

税
の
こ
と 

知
っ
て
納
め
て 

い
い
暮
ら
し

文
京
区
立
関
口
台
町
小
学
校

和
田
　 

紗

僕
達
の

　
暮
ら
し
を
守
る
消
費
税

　

み
ん
な
の
力
で
未
来
を
紡
ぐ

文
京
区
立
音
羽
中
学
校

品
川 

塁
克

税
金
を 

納
め
日
本
の 

未
来
よ
し

文
京
区
立
指
ヶ
谷
小
学
校

池
田 

陽
美

生
活
の 

あ
ら
ゆ
る
基
盤
に 

税
が
あ
る

文
京
区
立
大
塚
小
学
校

世
木 

颯
真

間
接
税 

個
人
個
人
の 

努
力
と
義
務

文
京
区
立
柳
町
小
学
校

石
塚 

多
緒

税
の
意
味 

知
っ
て
納
め
て 

明
る
い
社
会

文
京
区
立
明
化
小
学
校

八
重
樫 

史
佳

こ
の
国
の 

未
来
へ
の
投
資 

納
税
は

文
京
区
立
青
柳
小
学
校

小
嶋 

愛
恵

税
金
に 

み
ん
な
の
思
い 

こ
め
ら
れ
る

文
京
区
立
窪
町
小
学
校

北
村 

優
花

消
費
税 

一
円
つ
も
れ
ば 

山
と
な
る

東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
小
学
校

村
瀬 

太
一

納
税
は 

誰
で
も
で
き
る 

国
づ
く
り

文
京
区
立
茗
台
中
学
校

降
畑 

ゆ
あ

身
近
な
税 

納
め
て
叶
う 

明
る
い
社
会

文
京
区
立
茗
台
中
学
校

久
松 

和
奏

税
に
よ
り
　
減
ら
せ
る
不
自
由
　
増
せ
る
笑
顔

文
京
区
立
茗
台
中
学
校

小
林 

寛
太

納
税
で 

自
分
も
参
加 

国
作
り

文
京
区
立
第
一
中
学
校

荻
野 

迪
瑠

高
齢
者

　
国
を
支
え
た
人
た
ち
を

　

次
は
私
が
税
で
支
え
る

文
京
区
立
第
三
中
学
校

鎌
田 

松
実

税
金
は

　
皆
の
た
め
の 

貯
金
箱

文
京
区
立
第
十
中
学
校

黒
米 

雛
絆

税
金
で

　
社
会
も
心
も

　
満
た
さ
れ
る

文
京
区
立
第
十
中
学
校

鈴
木 

向
日
葵

税
金
で

　
守
ろ
う
幸
せ

　
作
ろ
う
未
来

文
京
区
立
音
羽
中
学
校

久
保
田 

淳
仁

子
供
で
も

　
社
会
に
貢
献

　
消
費
税

跡
見
学
園
中
学
校

松
尾 

桃
花

納
税
で
　
持
ち
つ
持
た
れ
つ
　
社
会
の
輪

跡
見
学
園
中
学
校

奥
山 

美
波

消
費
税
　
社
会
と
自
分
　
繋
ぐ
糸

東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
中
学
校

福
島 

楓
月

令和５年度　税 　 の標語優秀作品

令 和 ５ 年 度　　入 選 作 品　
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税を考える週間

税の標語委員会の活動報告
本年度の活動報告としてまず応募用紙と「世界の消
費税」を表したクリアファイルを管内の各小中学校へ
配布することから始まりました。各校の校長先生・担
当者に、今年から応募用紙を宅配便にて配送させて
いたくことを了解してもらいました。
少々不安な面もありましたが、先生方のご理解を
頂き昨年同様 4857点の多数の応募作品がありました。
本年度も各学校の諸先生方のご支援ご協力に心より
お礼申し上げます。
定型の標語のみならず、長文でも可能とのご案内
をいたしました結果、今年度の署長賞は音羽中学校
の今西遊衣さんの素直な気持ちをつづった長文の標
語が選ばれました。
今年度も子ども達の税に対する関心度が非常に高

く、適格に税金を捉えている作品が多く見受けられ、
感動させられました。
藪下選考委員長をはじめ、10 年のベテラン委員そ
して新加入の委員も「雑談なし」の緊張した時間の中
で 420 点の優秀作品の選考を行い、最終選考を本郷
先生（前中学校校長）にも加わっていただき 40 点の
入選作品が決定いたしました。
署長賞、区長賞、教育委員会賞、全間連・局間連他
関係民間団体長賞を決定し、それとともに表彰状を作
成し、記念品を添えて各学校へ授賞報告を行いまし
た。また来季に向けて赤池委員長を中心に 4月から
間税会全員が結束して標語活動に邁進する所存です。
どうぞよろしくお願いいたします。� （渡邊）

令和５年度の『納税功労表
彰受彰祝賀会』が全国間税会
総連合会の主催で開催され、
堀野博之会長が、東京国税
局長表彰を受賞されました。
心よりお祝い申し上げます。

令和６年の新年賀詞交換会は嘉ノ雅
茗渓館にて、ご来賓として小石川税務
署丸山署長をはじめ樋口法人統括官、
成澤文京区長など多くの方々のご列席
いただき盛大に開催されました。

「税の標語」に応募のあった 4857 点の作品の中か
ら優秀作品を選考し、シビックセンター地階ホール
に掲示いたしました。

税の標語 作品展

令和６年小石川間税会新年賀詞交換会開催

堀野会長、
東京国税局長表彰を受賞■日時　令和５年 11月 13 日～ 11 月 20 日

■場所　シビックセンター地階

■日時　令和６年１月 18 日 ( 木 )
■場所　嘉ノ雅　茗渓会館

新年会の記
事を入れる

■日時　令和６年１月 22 日
■場所　東京プリンスホテル

赤池 標語委員長
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税務署からのお知らせ ①
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税務署からのお知らせ②
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税務署からのお知らせ③

 

 

 

開 設 期 間 会 場 所 在 地 時 間 

令和６年 

２月 16日（金） 

～ ３月 15日（金） 

※ 土、日及び祝日を除きます。（注） 

上野合同庁舎 

（東京上野税務署） 
※左記の期間は小石川税

務署での申告書の作成・相

談は行っておりません。 

台東区池之端 

１－２－22 

【受付】 
午前８時 30分から午後４時まで 
※入場整理券の配付状況に応じて、 

受付を早く締め切る場合があります。 
【相談】 
午前９時 15分から午後５時まで 

〇 上記会場は、小石川、本郷、東京上野及び浅草税務署の４署合同による申告書作成会場です。 
（注）ただし、２月２５日の日曜日は、東京国税局(中央区築地５－３－１)において相談・受付を行います。 

お 持 ち い た だ く も の 案 内 図 

① 源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類 
② マイナンバーカード（※） 
 ※ マイナンバーカード発行時に設定した、次のパスワードも必要です。 

・ 利用者証明用電子証明書（数字４桁） 

・ 署名用電子証明書（英数字６文字以上 16 文字以下） 

※ マイナンバーカードをお持ちでない場合は、次の書類をお持ちください。 

   ・ 運転免許証等の身元確認書類 

   ・ 通知カード等のマイナンバーが分かる書類 

  

入 場 整 理 券  事 前 に 準 備 い た だ き た い こ と 

〇 令和５年分の申告書作成会場では、混雑回避のために「入場整理券」を配付

します。 

〇 入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合があります。 

〇 ３月中は入場整理券の入手が困難となることが予想されますので、２月中の

来場をお勧めします。 

〇 還付申告をされる場合は、上記開設期間（２月 16 日）前でも、小石川税務署

において、相談を受け付けております。 

〇 入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINE による事前発行で入手する

ことが可能です。 

是非、LINE による事前発行をご利用ください。 

 

マイナンバーカードを利用した、マイナポータル連

携には以下のようなメリットがありますので、マイナ

ポータル連携の事前準備をお願いします。 

〇 確定申告書に添付する書類の管理・保管が不要 

〇 申告書への自動入力が可能（控除証明書等の集計

や１件ずつ入力する手間が不要） 

〇 e-Tax でデータ送信 

 

  
〇 申告書等の提出のみの場合は、小石川税務署に直接お持ちいただくか、郵送により提出する場合には、「東京国税局業 

務センター」宛てにご提出ください。 

 

 

 

 

 

 申 告 書 作 成 会 場 の 開 設 に つ い て 

 ～ 原 則 、 ス マ ー ト フ ォ ン で 申 告 書 を 作 成 し て い た だ き ま す ～ 

 
郵送での提出先は東京国税局業務センターです 

 

SAMPLE 

マイナポータル連携の概要は  

こちらから！  

マイナポータル連携の事前準備は  

こちらから！  

オンラインで事前発行 

 

友だち追加は 

こちらから！ 

LINEアプリで国税庁の公式 LINEアカウントを友だち追加してください。 

【送付先】〒110-8655 台東区池之端 1-2-22 上野合同庁舎「東京国税局業務センター」 
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